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中間環境チェックレポート 

 

本プロジェクトは、案件の性質上、意思決定が必要な時点で環境レビューに必

要な文書を入手しえないプロジェクトであるため、環境社会配慮確認のための

国際協力銀行ガイドライン（第 1部 6.（１））に基づき、意思決定後に環境レビ

ューを行うことを前提に、意思決定を行う。 

意思決定に先立ち、可能な範囲で行った環境社会配慮に関する確認結果は下記

のとおり。 

 

 

（１）プロジェクト名 

   国際連系線建設プロジェクト 

 

（２）実施場所 

   サウジアラビア王国 マディーナ州、タブーク州 

 

（３）プロジェクト概要 

   送変電設備の建設 

 

（４）カテゴリ分類 

   カテゴリ「A」 

 

（５）カテゴリ分類の根拠 

   本事業は、環境ガイドラインに掲げる影響を及ぼしやすいセクター（海

底送電セクター）に該当するため。 

    

（６）環境許認可 

同国制度に基づき EIA レポートが作成され、2022 年 8 月に、海底ケー

ブル及び送電線の一部を除き、National Center for Environmental 

Compliance (NCEC) より許認可を取得済である。なお、海底ケーブル及

び送電線に係る EIA レポートについてはドラフト版が作成されており、

今後所定の許認可を取得予定。 

 

（７）汚染対策 

   大気質、水質、廃棄物、土壌汚染及び騒音・振動に対して、適切な措置

が講じられている旨、確認されている。 

 



（８）自然環境面 

   自然環境面への影響に対して、適切な対策が講じられている旨、確認さ

れている。 

 

（９）社会配慮面 

   本事業では非自発的住民移転は発生しない予定。その他社会配慮面への

影響に対して、適切な対策が講じられる旨、確認されている。 

 

（１０）適用国際基準 

    IFC パフォーマンススタンダード 

 

（１１）その他・モニタリング 

    上記の可能な範囲で行った環境社会配慮に関する確認を踏まえ、プロ

ジェクトの然るべき時期において、EIA レポートに係る許認可の取得

状況、建設中の環境社会管理計画の策定・実施状況等につきモニタリ

ングを行う予定である。 

 

以 上 
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